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学位論文内容要旨 
（ふりがな）   おかだ   たくや 




















た。中でもヒト膵臓がん細胞である PANC-1 細胞を用いた in vitro評価において最も
抗がん活性の強かった三環系チオラクタム 1 の合成を以下に示す。エノールラクト






































出した。これまで PAC1受容体アンタゴニストとしてペプチド性である PACAP 6-38
や max.d.4などが報告されているが、経口医薬品開発を指向した有機小分子性アンタ
ゴニストは報告されていない。そこで PAC1 受容体と PACAP 6-38との複合体構造を
利用したドッキングベースの in silico スクリーニングにより有機小分子性アンタゴ













なサブクラスである pumiliotoxin (PTX) 類はその構造多様性や薬理学的興味から合
成ターゲットとして魅力ある化合物群である。1980年に PTX類の中で最初に構造決
定された PTX 251D に関する合成研究は 10以上も報告されているのに対して、その
他 PTX 類に関する合成研究はほとんど行われていない。そこで生物活性評価を念頭
に置いた PTX型毒ガエルアルカロイドの網羅的合成を企画し、8-deoxy-PTX 193H 及
び 9-deoxy-hPTX 207O の両対掌体の合成を以下のように行った (Scheme 2)。 
 アリルアミンから容易に合成可能な β-ケトエステル(±)-6を 1級アルコール(±)-7へ
と導き、速度論的光学分割により両エナンチオマー(+)-および(-)-7 をそれぞれ光学純
度 98% ee で得た。その後、それぞれ数工程で目的とする 8-deoxy-PTX 193H 及び
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